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みんなで話そう、これからのこと。
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どんな学校にしたいですか？

滝沢…明日も来たくなる学校にしたい。そのために皆で
話し合いをする回数を増やし、生徒全員でレクリエーションをする。

滝沢…スキーをやっているから嬉しい。

滝沢…自然が好きなので家の畑など農業をするかな。

滝沢…見たことある。ちらちら見る。

小林…誰からも応援してもらえる津南中にしたい。そのためにポスターを作る。

小林…３月になったらなくなるといい。

小林…農家になる。自分の家も米を作っているので
　　　津南で農業をやりたい。

小林…見たこともないかもしれない。

山田…みんなで協力して津南中を作る。
　　　アンケートを実施して良いところや改善点を考える。

山田…春になったら降らなくていい。

山田…看護師か消防士になりたい。人を助けたい。

山田…親から見ればって言われる。

全員…いつ発行されているのか、わからない。

山田…カラオケボックスなどみんなが集まる場所が欲しい。

小林…小さい子どもや僕たちも遊べる場所。
　　　楽しいと思える所が欲しい。

滝沢…伝統行事が津南にある。
　　　それを発信して知らない人にも知ってもらいたい。

私たちが住んでいる津南町に対して
どんなことを希望している？

将来、津南町で働くとしたらどこで働きたい？
自分で起業するとしたらどんな会社？

議会だよりを見てくれているか？
感想などお願いします。

今年は雪が多かったが、どうでしたか？

自分たちの学校のことや将来のことをしっかり考えている生徒さ
んのお話しを聞く中で、今年の大雪もなんのその。「スキーや家の
除雪手伝いをしました。」と、頼もしく答えて頂きました。そして何
年後かには津南町で夢を叶えてもらいたいと願うばかりです。
私たち議員も日々、夢を持って活動して行くことの大切さを気づ
かされました。 （久保田等・月岡奈津子）

14 4
中学生インタビュー特集

選挙に行きたくなる！
14歳の中学生が４年後18歳になったとき、選挙に行こうと思える議会報を届けることを目指しています。

今回は14歳である津南中学校の3名へのインタビューをお届けします。

歳、 年後

津南町で夢を叶える大切さ
インタビューの感想

写真や絵画などのアートから、イベントでの
地域活動までこなす有名人です！ 美しい瞬間
をきりとる才能はさすが。

小林 幸一 さん

表紙のカメラマン

（津南町在中）

FaceBook

滝沢 俊太 さん

山田 真奈華 さん

小林 義周 さん

自然が大好き！

人を助けたい！

農業をやりたい！



ふるさと納税が町には３億円程度だったようだが、六日町や南魚沼市だと５０数
億円とのこと。市と町の違いはあるがもっと力を入れて全国に発信すれば金額が
集まったりするのではないか。

路線バスが廃線になると困る人はいる。大きな
バスでなくてもハイエース等で対応してほし
い。またタクシー利用の金額補助があると良い。

総
務
課
関
係

近年、鳥獣被害による農産物(米、野菜)の
被害が急増しているので特に下記3項目の
対策を願う。
①駆除対策を希望する動物…イノシシ、熊
②電気柵設置の条件緩和
③害獣わなの資格講習

人口減少の一番の要因は若い女性が正職で働ける職
場が少ないことで、殆どの方が都会に出てしまう。若
い女性が少ない事が結婚、出産に影響し、どんどん子
どもが少なくなってきている。また、就職や進学で一
旦都会に出て戻って来たくても希望するような職場
が無い。よって、若者が働ける職場の確保の為の企業
誘致にもう少し積極的になっていただきたい。現在
ある企業でも優良企業もあり、子どもだけなく親御さ
んにもPRできる方法を考えていただきたい。

議会としても危機感をもっています。行政に
積極的に要望していきます。 イノシシによる特に稲作の被害が増加しているこ

とは認識しています。冬季間のねぐらを見つけるた
め、ドローンを予算化するよう当局に要望しまし
た。また、猟友会の待遇改善等も要望しています。

信濃川橋の架け替えを要望したい。
津南町での部活動の地域移行はどうなっているのか。現場の指導
者には話が伝わってこない。十日町市は方針が出ている。

小学校統合は仕方ないが、地域特有の文化が消え
るのが切ない。スキー、校外学習など無くなってし
まうのか。津南小でももっとそういったことに力を
入れてほしい。雪を味方にした学校にしてほしい。

竜神太鼓や和紙の卒業証書など各学校の特徴を活かした学校運営がで
きるよう教育委員会へ要望しています。津南にとって雪は大切な資源で
あるため、雪との係わりについても教育委員会へ打診をしていきます。

地域移行の検討会を開催しています。方針が現場
にも伝わるよう教育委員会へ要望していきます。

国道405号と合わせて議会として建策
要望事項においても要望しています。引
き続き町及び県へ要望していきます。

院内に防犯カメラを設置したほうがいい。また、津
南病院はキャッシュレス対応をしていない。近隣病
院や院外薬局は対応しているので要望したい。

入院できなくても診療所でよいではないかと思っていた。救急も結局、他
の病院に転送される状況では夜間も含めて必要ないのではないか。

議員が4年間の間に全集落にお伺いし、皆様のご意見を聞かせていただいたり、お伝え
できることはお話させていただいたりしています。現段階でどのような内容があったか、
ご報告いたします。

津南病院の救急は赤字ですが、県病院局では十日町病院と飯山日赤の間に必要な
救急医療なので、行政としては無くせないという立場です。

どちらも建策要望事項に挙げています。実現できるよう要望していきます。

住 会民 談懇住 会民 談懇
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おっしゃる通りです。南魚沼市は新幹線グリーン車車内、JAL（日本航空）やANA
（全日空）へのＰＲ、ＳＮＳ発信など3人の専属職員を置いて対応しているとのこと
です。津南町ではポータルサイト業者を増やし、業務委託先も変更しました。

現在、行政の方で住民が利用しやすいよう
に運行方法を検討しています。

地域を
めぐる

議員返答

住民質問

住民要望

住民要望
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住民要望
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住民要望
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議員返答
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総括質疑総括質疑 ［町長の施政方針・一般会計予算等についての質疑］

高額基本設計費、設計概要を示せ。

経費のあり方を考えて行っていく。

桒原洋子 議員

【町長】前回を反省し基本設計に向かう。地中熱を使わ
ないと判断した場合使わなかった経費の責任のあり方
として、しっかり行う考えはある。
【教育長】現在出生数年20人程度の中で、定員130～
140人の規模で整備したい。
【建設課長】労務単価が上昇。国交省の積算資料を根
拠に設計予算額を算出している。

ひまわり保育園整備に基本設計等1,100万円は高額

だ。設計概要を示し身の丈に合った保育園にすべき。

地中熱は使うのか。

Q

A

施政方針の成果が実感できない。

医療ニーズなど検討しながら取り組む。

石田タマヱ 議員

令和７年度は、外来で７千万円、入院で約２千万円、併

せて約９千万円の収支改善に向け進めたい。

津南病院は令和３年度から令和７年度まで、施政方針

で「包括ケアシステムの構築」「診療科の見直し」等と

同じことを唱えているが、成果として実感できない。財

政面でも、年々赤字が増えていく。これらを通して、言

葉だけが独り歩きをしている。全体を通して、危機意

識が希薄だと感じるがどうか。

Q

A

保育園増築等設計業務委託の内容は？

各種調査しながら進めていく。

江村大輔 議員

【建設課長】工事を行う際の施工監理は今回の継続

費、委託料には含まれていない。

【教育次長】省エネ申請費は現時点では継続費に入っていない。

【副町長】設計により工事費が決まってくるため今のとこ

ろ想定はしていない。８年度の秋頃に予算を決めていく。

設計業務委託料が高額と感じるが保育園等整備事業

の継続費には施工監理、省エネ申請費は入っているの

か。また、ある程度の建設費を決めなければ基本設計

もできないのではないか。

Q

A

町立津南病院の経営改善対策の効果は？

増収を見込んでいる。

久保田等 議員

【町長】全て地域包括ケア病床に変える事で年間1980

万円の増収が見込まれる。

津南病院は４月から外来の診療体制が大きく変わり、

内科は月水金は2診、外科は金曜、耳鼻咽喉科は水曜

日、眼科は水・金の２日間のみとなり休診日も当直担当

医師が担うことで、医師費用が4200万円程削減させ

る見込みと聞いている。一般病床45床を40床に削減

し、全て地域包括ケア病床になる事で改善効果はどれ

だけ見込まれるか。

Q

A

中間管理機構関連型農地整備事業負担金は。

村山郁夫 議員

①予算計上は事業内示があったものか事業枠を取るた

めのものか。②耕作者は地主自らか、別の耕作者とな

るか。③工事負担金がないことで小規模農家が残って

しまうことはないか。

Q

保育園整備や学校の整備、どのように？

具体的な段階へ進めていきたい。

滝沢萌子 議員

①【町長】入札指名審査委員会で選定方法を決定。時期は未定。

②【町長】コミュニティスクール推進事業等で話し合っていく。

③【町長】各種データが集まってきており、データ分析を

始めているところだ。インバウンド向けコンテンツも縄文

や雪のアクティビティで考えている。

①【町長】事業枠を取るための予算である。

②【町長】賃貸借契約が前提のため基本的には地主以

外となる。

③【町長】貸貸借が前提のため一定程度担い手農家に

集約されるとみている。

①保育園整備の設計事業者はどのように選定するか。

②統合が進む中で、魅力づくりとはどう進めるのか。

③観光においてデータマーケティングを行うとあるが、ど

ういった内容を考えているのか。

Q

A

今後は担い手への農地集積が進む。A

討論内容
2025/3

D I S C U S S I O N

配信はこちら

議案第30号

令和７年度津南町一般会計予算

原案に反対 原案に賛成 村山 郁夫 議員桒原 洋子 議員

今後５年間で町税を支える年齢層の減少が見込まれる
中で令和７年度の各会計への繰出金と病院会計への
補助金、起債の総額をみると予算総額の20％を超え
ている。上下水道、病院の老朽化や保育園、グリーン
ピアの今後を考えるとまだ多少ゆとりのある間に消滅
自治体にならない対応が必要である。予算案は課題を
課題として計上し、弱小自治体としてとれるだけの対
策は取った編成であると評価し賛成する。

できる限りの
　対策をとった予算。

公共交通は地域づくりの肝だ。
その観点がない。

今冬の大雪、燃料資材・食料の高騰で家庭は苦しく、農
業支援強化も更に必要だ。地域づくりの肝である公共
交通に毎年８千万円の税金を使うも改革する姿勢がな
い。雪まつり開催日に観光協会は休業していた。大問
題の大阪万博負担金が血税２百万円。NGP津南の再
生も保育園整備も議会軽視をやめガラス張りの行政
へ。津南病院は診療科を減らして財務改善も人材確保
も難しい。福祉を削り箱物行政を続ける国の方針に準
拠するだけで自治体の長としての姿勢が見えない。国
の悪政からの防波堤になって頂きたい。

原案に賛成原案に賛成 江村 大輔 議員久保田 等 議員

保育の機能、保護者支援の機能、職員の働き方の視点
の機能、地域子育て支援の機能、公共施設の機能は津
南町保育園環境整備のための検討会で話し合われて
おり、仕様書を明確にして基本設計に向かうこと。検
討会では地中熱利用は必要ないという結果であり、真
摯に受け止め、早期に課題解決をするのであれば令和
８年度と言わずに判断してほしい。議会と継続して意
見交換、情報共有し慎重かつ丁寧に進めてほしい。

保育園整備は津南の将来に
重要な取り組み。

前向きな新規事業が多い。
ふるさと納税も力を入れて。

財政調整基金から４億6000万円の繰入れをせざるを
得ない大変厳しい財政状況の中、一般会計は対前年
度比6．1％増の81億3600万円となった。保育園整備
事業、出産・子育て応援事業、畦畔管理支援事業、プレ
ミアムポイント発行事業、小学校整備事業等の18もの
新規事業が計画されており、攻めの新年度予算が伺え
る。基金の繰り入れ分をふるさと納税で稼ぐことを切
望し、新年度予算に賛成する。

0304
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•
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の
明
示

滝
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•
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•
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•

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
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働
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員

•
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ラ
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•
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•
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町
の
在
り
方
を
考
え
る
中
で
研

究
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

令
和
３
年
３
月
の
津
南
町
公
共
施
設

個
別
施
設
計
画
の
中
で
は
、建
物
の
長

寿
命
化
の
た
め
大
規
模
修
繕
を
20
年
ご

と
に
行
う
と
あ
る
が
、行
わ
れ
て
い
な

い
。現
状
維
持
の
修
繕
で
は
、町
民
の
利

便
性
も
上
が
ら
ず
、今
後
の
人
材
不
足

を
考
え
る
と
、施
設
管
理
も
ま
ま
な
ら

な
い
。町

民
生
活
向
上
の
た
め
、新
た
な
街

の
在
り
方
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
築
は
ど

う
か
。点
在
す
る
公
共
施
設
を
集
積
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、町
民
の
利
便
性
の

向
上
が
図
れ
る
。

雪
の
な
い
立
体
駐
車
場
で
降
車
し
、

病
院
で
診
察
、役
場
で
用
を
足
し
、公
民

館
で
利
用
手
続
き
を
し
て
、ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
、家
路
に
つ
く
、

も
し
く
は
そ
こ
が
住
居
で
あ
れ
ば
、無

駄
な
除
雪
作
業
も
す
る
こ
と
な
く
、快

適
で
は
な
い
か
。

庁
舎
の
施
設
の
集
積
化
と
と
も
に
、

町
営
住
宅
を
併
設
す
る
こ
と
で
、行
政

側
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
も
効
率
化
で

き
、管
理
業
務
負
担
も
は
る
か
に
少
な

く
な
り
、今
後
、超
高
齢
化
、人
口
減
に

な
っ
た
と
し
て
も
、若
手
負
担
が
少
な
い

社
会
の
実
現
が
で
き
る
。

も
う
時
間
は
な
い
。年
々
、建
設
費

の
高
騰
、人
件
費
の
高
騰
は
進
む
。津
南

町
に
少
し
で
も
体
力
の
あ
る
う
ち
に
、

未
来
の
た
め
の
持
続
で
き
る
社
会
を
構

築
す
る
た
め
の
議
論
を
始
め
て
は
ど
う

か
。町
長
や
議
員
は
、い
つ
交
代
す
る

か
、わ
か
ら
な
い
。津
南
町
の
希
望
と
し

て
の
計
画
を
一
分
一
秒
で
も
早
く
始
め
て

は
ど
う
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
で
住
居
以
外

の
地
域
と
関
り
を
持
つ
人
た
ち
、持
ち

た
い
人
た
ち
、又
出
身
地
に
愛
着
の
あ

る
人
、「
田
舎
暮
ら
し
」な
ど
新
た
に

「
ふ
る
さ
と
」を
作
り
た
い
人
な
ど
、住

ん
で
い
な
い
が
、こ
れ
か
ら
ど
こ
か
の

地
域
と
関
り
た
い
方
に「
ふ
る
さ
と
住

民
」に
な
っ
て
い
た
だ
き
、外
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
確
実
に「
関

係
人
口
」を
増
や
し
て
行
く
取
り
組
み

で
あ
る
。全
国
で
11
の
都
道
府
県
で
14

自
治
体
が
導
入
し
て
い
る「
ふ
る
さ
と

住
民
票
」制
度
を
導
入
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

問町
長 豪

雪
地
こ
そ
、

雪
の
な
い
住
環
境
の

選
択
肢
を
。

業
者
と
の
連
携
を
取
る
中
で
津

南
町
な
ら
で
は
の
選
ば
れ
る
返
礼
品
を

つ
く
る
と
共
に
ブ
ラ
ン
ド
力
を
上
げ
る

よ
う
進
め
た
い
と
考
え
る
。令
和
７
年
度

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
目
標
額
は
昨
年
と

同
じ
６
億
円
に
設
定
し
た
。

今
年
は
全
国
的
な
米
不
足
の
お
陰

で
12
月
に
挽
回
し
て
前
年
度
比
１
３

３
％
と
な
り
、昨
年
度
よ
り
も
１
億
円

以
上
多
く
４
億
円
が
確
実
に
な
っ
た
が
、

目
標
の
６
億
円
に
は
ほ
ど
遠
い
結
果
と

な
っ
た
。令
和
７
年
度
は
新
し
い
中
間
業

者
に
お
願
い
す
る
が
、主
な
取
り
組
み

と
目
標
額
は
い
く
ら
に
設
定
し
た
か
。

ふ
る
さ
と
納
税

増
加
対
策
を
問
う

問町
長

導
入
し
な
い
。今
各
課
で
取
り
組

ん
で
い
る
事
を
進
め
る
。

問町
長

今
年
の
目
標
金
額
は

い
く
ら
か

『
ふ
る
さ
と
住
民
票
』の

制
度
導
入
を
！

津
南
町
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

構
想
を
問
う

久
保
田 

等
議
員

関係人口増（上郷しなちく祭り）

↑生成AIによるデザイン構想

ふるさと納税（雪下人参）

行政ポイントも
参加の地域通過を

月
岡 

奈
津
子
議
員

住
民
参
加
で

町
を
盛
り
上
げ
る

今
の
段
階
で
は

ま
だ
未
定
だ
が
取
り
組
む
の
で
あ
れ

ば
、な
る
べ
く
早
い
段
階
で
そ
れ
に
合
わ

せ
た
形
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

行
政
ポ
イ
ン
ト
事
業
開
始
は
ス
タ
ン

プ
会
と
足
並
み
を
揃
え
て
始
め
る
と
良

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

問観
光
地
域
づ
く
り
課
長

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ

イ
ン
ト
事
業
を
予
定
し
て
お
り
、新
し

い
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
連
動
す
る
。

観
光
地
域
づ
く
り
課
長

色
々
な
可
能
性

が
あ
る
。案
内
標
識
も
考
え
て
参
考
に

す
る
。

観
光
地
域
づ
く
り
課
長

保
護
者
も
安
心
で
き
る
事
だ

が
導
入
経
費
も
か
か
る
。タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

町
は
機
器
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
プ
レ

ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
の
発
行
は
す
る
の
か
。

問教
育
次
長

新
た
な
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
に
は
登
下
校
時
に
子
ど
も
が
端
末
に

タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
、登
下
校
の
確
認

を
父
母
に
メ
ー
ル
で
自
動
送
信
す
る

「
子
ど
も
見
守
り
機
能
」も
導
入
可
能

だ
が
、将
来
的
に
機
器
の
活
用
を
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
か
。

問

次
年
度
か
ら
の

活
動
の
中
で
、よ
り
効
果
的
に
写
真
が
活

用
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
長

ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

作
品
を
津
南
駅
の
掲
示
板
に
展
示
し
、

Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

問
中
津
川
右
岸
の
河
岸
段
丘
を「
日
本

一
の
階
段
」シ
ェ
ア
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
に
入
れ
て
は
ど
う
か
。

問
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
を

進
め
て
い
く
に
は

ジ
オ
パ
ー
ク
と
観
光
を

繋
い
で
津
南
町
を
Ｐ
Ｒ

ジオパークをもっと
観光に活かせないか
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一般質問 一般質問

村
山 

郁
夫
議
員

30
キ
ロ
圏
外
の
津
南
町
が

と
る
べ
き
対
応

問
題
を
正
し
く
理
解
し

正
し
く
恐
れ
る

締
結
時
協
定
で
、民
間
活
力・コ
ス

ト
削
減・住
民
サ
ー
ビ
ス・自
治
体
負
担

軽
減
等
を
基
本
と
し
、進
め
て
い
る
。

公
共
施
設
の
総
量
の
適
正
化
な
ど
今

後
の
取
り
組
み
と
関
係
予
算
は
あ
る
か
。

問
公
共
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者

の
実
態
と
リ
ス
ク
の
対
応
は
で
き
て

い
る
か
。

問

避
難
指
針
は
30
キ
ロ
圏
内
ま
で
で
あ

る
が
、町
が
位
置
す
る
圏
内
へ
の
指
針
は

あ
る
か
。

問
30
キ
ロ
圏
外
の
被
害
対
策
指
針
は
あ

る
か
。

問
原
発
の
技
術
的
安
全
性
を
、ど
の
よ

う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

問
50
キ
ロ
圏
内
へ
の
社
会
的・経
済
的

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
施
策
が
と
ら
れ
て
い

る
か
。

問
風
向
き
調
査
で
冬
季
間
の
危
険
率

は
6.4
％
と
低
い
と
の
統
計
を
提
示
し
た

が
、冬
季
間
の
避
難
路
確
保
と
し
て
十

二
峠
ト
ン
ネ
ル
、国
道
４
０
５
号
の
延

伸
、豊
船
橋
、信
濃
川
橋
の
架
け
替
え
を

国
県
が
合
意
し
た
避
難
路
計
画
に
加
え

る
べ
く
要
望
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

問

町
長

国
が
進
め
る
適
正
規
模
推
進
事

業
で
集
約
や
除
却
等
考
え
た
い
。関
係

予
算
は
、今
後
の
課
題
で
あ
る
。

町
長

施
設
の
老
朽
化
等
の
修
繕
費
や

管
理
費
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

今
後
考
え
ら
れ
る
協
定
時
の
デ
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
か
。

問町
長

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と

い
う
の
が
町
の
責
務
で
あ
る
。守
る
た

め
に
対
応
し
て
動
く
と
い
う
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。

町
長

国
県
と
も
大
枠
が
示
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
あ
り
、連
携
を
取
り
な
が
ら

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
長

国
県
と
も
汚
染
の
除
去
、心
身
の

健
康
対
策
、風
評
被
害
の
軽
減
に
つ
い
て

示
し
て
い
る
が
大
枠
が
示
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
あ
り
、関
係
機
関
と
も
連
携
を

取
り
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

町
長

県
は
確
認
結
果
報
告
書
の
県
民
へ

の
情
報
共
有
を
図
り
た
い
が
、方
法
は

未
定
と
す
る
た
め
、町
は
連
携
を
取
り

な
が
ら
説
明
会
を
含
め
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

町
長

県
は
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
に
つ
い
て
見
直
し
要
望
を
し
て
い
く

が
、こ
れ
が
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
も
の

と
み
て
い
る
。

町
長

十
二
峠
ト
ン
ネ
ル
期
成
同
盟
会
に

は
柏
崎
市
も
構
成
員
で
あ
り
、関
越
道
へ

の
避
難
路
と
し
て
の
観
点
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

町
長

公
共
施
設
の
実
態
や

リ
ス
ク
へ
の
対
応

改
修
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要

と
考
え
る
が
、過
疎
地
で
あ
る
が
ゆ
え

医
療
の
面
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
今
後

必
至
と
考
え
て
い
る
。

行
政
の
枢
と
し
て
の
秋
山
郷
克
雪

セ
ン
タ
ー
は
建
設
か
ら
50
年
経
っ
て
お

り
、住
民
参
加
の
多
機
能
施
設
と
し
て
、

雨
漏
り
の
す
る
中
で
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。過
疎
地
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問町
長

過
疎
地
に
お
け
る

機
能
の
進
め
方
は
？

公
共
施
設
の
管
理
計
画

改
訂
後
の
取
り
組
み
は
。

吉
野 

徹
議
員

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
は

津
南
町
も

再
生
資
源
化
に
取
り
組
む

問
４
月
か
ら
分
別
が
開
始
さ
れ
る
が
、

町
は
準
備
が
整
っ
て
い
る
か
。収
集
日
の

示
さ
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
等
の
配
布
は
あ

る
か
。町
民
に
ど
の
よ
う
に
示
す
の
か
。

問

分
別
に
つ
い
て
は
、津
南
衛
生
施
設

組
合
と
協
議
を
重
ね
住
民
説
明
会
を
開

催
、チ
ラ
シ
等
を
全
戸
配
布
し
て
周
知
し

て
い
る
。嘱
託
員
文
書
配
布
の
令
和
７
年

度
ゴ
ミ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
、月
３
回
の
収
集

日
を
明
記
し
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
出
し
方
便

利
帳
を
配
布
す
る
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
、収
集
場
所
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
記

載
し
、青
い
ネ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
た
だ
く
。

町
長

問
冬
期
間
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
に
雪
が

溜
り
、春
に
は
杉
花
粉
や
黄
砂
で
汚
れ

た
場
合
、リ
サ
イ
ク
ル
に
問
題
な
い
か
。

問
収
集
運
搬
専
用
の
車
両
は
４
月
か
ら

活
用
が
で
き
る
の
か
。

問 問
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
に
よ
り

分
別
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
国

の
補
助
金
な
ど
で
、プ
ラ
ゴ
ミ
専
用
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
の
か
。

問 関
谷 

一
男
議
員

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
は

専
用
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

雪
、花
粉
、黄
砂
等
の
汚

れ
に
つ
い
て
は
、実
施
す
る
中
で
処
理
業

者
と
協
議・対
応
し
て
い
き
た
い
。

税
務
町
民
課
長

補
助
金
に
つ
い
て
は
確

認
し
な
け
れ
ば
答
え
ら
れ
な
い
が
、現
在

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
集
に
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
。今
後
色
々
な
課
題
が
出
た

場
合
は
、そ
の
都
度
対
応
し
て
い
く
。

税
務
町
民
課
長

衛
生
施
設
組
合
か
ら

は
、「
４
月
か
ら
の
収
集
に
間
に
合
う
よ

う
に
導
入
す
る
」と
聞
い
て
い
る
。

税
務
町
民
課
長

滝
沢 

萌
子
議
員

新
潟
県
水
源
地
域
の
保
全
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
き
指
定
し
た
水
源
地

内
の
土
地
取
引
行
為
を
事
前
に
把
握
す

る
制
度
を
定
め
て
い
る
。将
来
的
に
は
津

町
で
も
自
然
保
護
や
水
源
保
全
の
体
制

づ
く
り
を
進
め
関
係
部
署
、関
係
機
関

近
年
、日
本
全
国
で
土
地
や
水
源
地

等
を
自
治
体
の
住
民
以
外
が
購
入
す
る

事
例
が
多
く
起
き
て
い
る
。Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
と

い
う
国
際
協
定
に
お
い
て
１
６
０
ケ
国

中
、日
本
だ
け
が
土
地
取
得
に
つ
い
て
留

保
せ
ず
締
結
し
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
。土

地
の
開
発
行
為
の
規
制
が
無
い
以
上
、

各
自
治
体
の
条
例
で
守
る
し
か
な
い
と

考
え
る
。今
後
、町
所
有
の
土
地
を
町
外

者
ま
た
は
外
国
資
本
が
買
い
た
い
と

い
っ
た
提
案
が
あ
っ
た
場
合
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

問
水
源
地
と
な
る
と
、住
民
の
命
や
暮

ら
し
に
直
結
し
て
い
る
と
考
え
る
。も

し
も
の
時
は
、ど
ん
な
条
件
が
出
て
き

た
と
し
て
も
守
る
べ
き
場
所
だ
と
い
う

想
い
は
一
緒
で
あ
る
か
。

問
自
然
資
源
を
守
る
た
め
の
条
例
制

定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
予
定
は
。

問 町
長

時
期
や
詳
細
は
未
定
だ
が
、早

め
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

副
町
長 国

際
協
定
で
日
本
だ
け

土
地
売
買
の
規
制
が
な
い

津
南
町
の
自
然
や

水
源
地
を
ど
う
守
る
か

プラゴミの分別がはじまる

と
連
携
し
自
然
環
境
保
護
条
例
等
の
必

要
性
を
議
論
し
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。町
所
有
の
土
地
は
私
た
ち
町
民

の
財
産
で
あ
り
譲
渡
に
つ
い
て
は
将
来

の
町
の
あ
り
方
や
譲
渡
に
よ
る
町
へ
の

影
響
を
見
極
め
る
中
で
総
合
的
に
判
断

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

縄文から続く大地を守ろう

原発の影響を考える

老朽化が進む公共施設修繕が続いている
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と　
き　
令
和
７
年
１
月
27
日（
月
）

と
こ
ろ　
津
南
町
役
場
３
階　
大
会
議
室

懇
談
会
で
は
荒
廃
農
地
対
策
に
つ
い
て
、今

後
誰
が
ど
の
様
な
形
で
維
持
し
て
い
く
の

か
。法
人
も
作
付
け
の
限
界
が
あ
り
手
が
ま

わ
ら
な
い
等
、農
業
従
事
者
の
マ
ン
パ
ワ
ー

不
足
。米
は
価
格
提
示
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
農

家
所
得
を
増
や
す
売
り
方
、予
想
を
し
て
行

く
こ
と
な
ど
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。

レ
ポ
ー
ト

委
員
会

Committee
Reports

Ｊ
Ａ
魚
沼
、

議
会
産
業
建
設
常
任
委
員
会
、

農
業
委
員
会
懇
談
会

水
稲
・
園
芸
作
物
と
も
に
県
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
津
南
町
の
基
幹
産
業
が

今
後
も
発
展
し
て
い
く
た
め
の
専
門

的
な
意
見
を
聞
く
事
が
で
き
活
気

あ
る
会
議
と
な
っ
た
。

町
村
議
会
議
員
と
し
て
議
会
の
運
営

及
び
地
域
の
振
興
発
展
に
特
に
顕
著

な
る
功
労
の
あ
っ
た
方

懇
談
を
終
え
て

担
当　

月
岡
奈
津
子

自
治
功
労
者
表
彰

ありがとう
ございます

一般質問 一般質問

多
機
能
病
院
と
い
う
内
容
が
多

数
の
診
療
科
が
あ
る
事
か
、在
宅
支
援

等
を
含
め
た
多
機
能
か
は
現
在
、病
院

内
で
共
通
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。ま
た
、

リ
ハ
ビ
リ
の
強
化
は
理
解
で
き
る
が
、病

院
の
財
務
改
善
が
な
さ
れ
た
う
え
で
リ

ハ
ビ
リ
の
拡
大
を
考
え
て
い
く
。い
ず
れ

に
し
て
も
令
和
９
年
度
ま
で
は
、大
き

な
方
向
転
換
は
考
え
て
い
な
い
。現
状
の

見
直
し
を
し
つ
つ
、必
要
な
診
療
科
は

守
っ
て
い
く
。

津
南
病
院
の
緊
急
的
課
題
は
財
務

改
善
と
い
う
認
識
だ
が
、そ
の
た
め
に

は
、津
南
病
院
の
あ
る
べ
き
姿（
将
来
構

想
）と
具
体
的
な
改
善
案
を
示
し
、病

院
内
は
勿
論
、町
民
に
も
共
有
す
べ
き

と
考
え
る
。ま
た
、外
来
診
療
体
制
の

見
直
し
を
以
前
か
ら
唱
え
て
い
る
が
、

も
う
少
し
診
療
科
を
整
理
す
べ
き
で
は

な
い
か
。尚
、今
後
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
、津
南

病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
部
門
が
最
も
重
要
だ

と
考
え
る
が
、令
和
７
年
度
は
リ
ハ
ビ

リ
部
門
の
人
員
を
減
員
し
て
い
る
。今

後
の
津
南
病
院
の
進
も
う
と
し
て
い
る

方
向
に
逆
行
し
て
い
る
。こ
の
こ
と
は
、

町
長
が
今
後
の
方
向
性
を
明
確
に
示
し

問町
長 具

体
的
な
改
善
策
を
示
せ

桒
原 

洋
子
議
員

津
南
病
院
の

方
向
性
を
示
す
べ
き

調
査
委
託
の
延
期
は
必
要
な
い
。昨
年

７
月
に
は
修
繕
費
の
説
明
は
な
か
っ
た
。

本
議
会
が
済
み
ま
し
た
ら
対
話
会

を
行
う
予
定
で
あ
る
。調
査
委
託
会
社
は

サ
ヴ
ィ
ル
ズ・ジ
ャ
パ
ン
で
あ
る
。最
低
限

必
要
な
修
繕
費
を
計
上
し
て
い
る
。

運
営
管
理
支
援
業
務
委
託
の
契

約
期
間
は
３
月
末
迄
で
あ
る
。Ｎ
Ｇ
Ｐ
津

南
の
委
託
契
約
は
今
年
９
月
末
ま
で
。

運
営
に
支
障
が
な
い
範
囲
で
修
繕
を
計

上
し
た
。

業
務
委
託
の
進
捗
と
新
年
度
の
修

繕
費
１
億
７
５
０
万
円
を
上
げ
て
い
る
。

昨
年
７
月
、今
後
こ
れ
以
上
公
的
資
金

を
使
う
こ
と
に
無
理
が
あ
る
と
説
明
し

て
き
た
が
矛
盾
し
て
い
な
い
か
。

ニ
ュ
ー
Ｇ
Ｐ
津
南
調
査

業
務
委
託
で
大
き
な
成
果

問町
長血

税
４
０
０
万
円
で
調
査
し
た
。建

物
の
価
値
は
ゼ
ロ
、緊
急
修
繕
工
事
費

10
億
円
弱
、10
年
以
内
の
建
物
の
維
持

に
必
要
な
資
本
的
支
出
が
25
億
円
、リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
費
用
は
70
億
〜
１
０
０
億
円

に
な
る
と
、こ
れ
は
４
０
０
万
円
か
け
た

大
き
な
成
果
だ
。住
民
と
こ
れ
を
共
有

し
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
が
い
か
が
か
。

問問 町
長

町
が
所
有
者
で
あ
り
続
け
る
中

で
の
修
繕
費
を
、私
ど
も
は
15
億
と
試

算
し
た
が
、建
物
診
断
の
中
で
25
億
〜
30

億
そ
れ
以
上
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
無
理

が
あ
る
と
書
い
た
つ
も
り
だ
。（
建
物
診

断
の
調
査
日
は
昨
年
８
月
８
日
。議
会
へ

の
報
告
は
昨
年
９
月
で
す
）

町
長 住

民
と
共
有
、矛
盾
す
る

修
繕
費
の
説
明
は

責
任
を
明
確
に
し
て

進
む
べ
き
で
は
な
い
か

取
り
組
み
全
体
で
う
ま
く
い
か

せ
る
こ
と
が
責
任
で
あ
り
、今
後
設
計

が
進
む
中
で
新
た
に
損
失
が
生
じ
た
場

合
に
は
取
り
組
み
全
体
で
問
題
が
生
じ

て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、そ
の
時

点
で
金
額
な
の
か
何
な
の
か
責
任
を
取

る
と
い
う
こ
と
は
考
え
た
い
。

次
の
設
計
に
向
か
う
前
に
し
っ
か
り

と
責
任
を
明
確
に
し
て
進
む
べ
き
で
は

な
い
か
。町
長
が
考
え
る
責
任
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。

問
以
前
の
不
落
問
題
の
際
に
、町
長
が

自
ら「
不
要
な
額
が
出
た
場
合
に
は
責

任
を
取
る
」と
い
う
発
言
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
か
。

問
答
弁
で
新
た
に
出
た
ら
と
言
う
の
は

基
本
的
に
は
執
行
済
み
経
費
の
内
、今

後
検
討
が
必
要
と
な
る
経
費
が
ま
だ
不

透
明
だ
か
ら
、そ
こ
で
出
て
き
た
ら
と

言
う
認
識
で
あ
る
が
ど
う
か
。

問 町
長

町
長
過
去
に
支
出
さ
れ
た
経
費
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
中
で
当
然
、

必
要
経
費
と
し
て
支
出
さ
れ
た
も
の
で

こ
れ
か
ら
新
し
い
設
計
を
す
る

う
え
で
例
え
ば
執
行
済
み
の
工
事
を
仮

に
使
わ
な
い
と
い
う
判
断
を
す
る
こ
と

も
あ
り
得
る
。た
だ
、そ
れ
は
新
た
な
損

失
で
は
な
く
、過
去
の
損
失
と
い
う
こ

と
。新
し
い
損
失
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。

町
長 以

前
の
保
育
園

増
築
棟
工
事
の
責
任
は

夕日もアーチも
グリーンピアを見守る

リハビリが重要

江
村 

大
輔
議
員

石
田 

タ
マ
ヱ
議
員

あ
る
。過
去
の
過
失
、損
失
と
言
う
こ
と

で
大
き
な
意
味
で
は
、私
の
認
識
と
し

て
は
過
去
の
町
議
会
の
中
で
一
定
の
責

任
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
と
認
識
し

て
い
る
。新
た
な
損
失
の
認
識
は
、こ
れ

か
ら
設
計
業
務
を
進
め
る
中
で
新
し
い

損
失
が
出
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

答
弁
が
過
去
の
答
弁
と
異
な
る
と

受
け
止
め
ら
れ
た
方
も
い
る
と
議

会
か
ら
指
摘
が
あ
り
、再
度
説
明
す

る
。例
え
ば
今
後
、地
中
熱
導
入
の

有
無
が
決
定
し
、地
中
熱
導
入
に
か

か
る
補
助
金
申
請
事
務
な
ど
過
去

の
執
行
済
み
経
費
の
内
、活
用
で
き

る
か
確
定
し
て
い
な
い
経
費
の
中
で

今
後
再
活
用
で
き
な
い
も
の
が
発
生

し
た
と
な
れ
ば
、そ
れ
を
損
失
と
判

断
し
た
場
合
、そ
の
時
点
で
責
任
を

取
る
必
要
性
ま
た
ど
の
よ
う
な
形
で

責
任
を
取
る
べ
き
か
議
会
の
意
見
等

も
聞
き
、最
終
的
に
判
断
し
た
い
。

３月14日本会議冒頭・改めて町長からの説明

来年もスカイランタン見たい！

て
い
な
い
た
め
だ
。財
務
改
善
の
必
要

性
は
理
解
で
き
る
が
、縮
小
す
べ
き
と

こ
ろ
と
拡
大
す
べ
き
と
こ
ろ
を
共
通
に

理
解
し
て
い
か
な
い
と
、只
の
縮
小
に

な
っ
て
し
ま
う
。ま
た
、小
規
模
多
機
能

病
院
の
内
容
を
す
べ
て
で
共
有
す
る
必

要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

恩
田
稔
議
長
は
、令
和
３
年
11
月
12
日

よ
り
津
南
町
議
会
議
長
を
務
め
る
と
と

も
に
、令
和
５
年
８
月
４
日
か
ら
新
潟

県
町
村
議
会
議
長
会
の
副
会
長
を
務

め
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、

県
議
長
会
か
ら
全
国
議
長
会
に
推
薦

さ
れ
、こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

〈
議
員
と
し
て
の
主
な
経
歴
〉

平
成
22
年
４
月
11
日

津
南
町
議
会
議
員
就
任

平
成
30
年
４
月
６
日
〜
令
和
元
年
11
月
９
日

津
南
町
議
会
副
議
長

令
和
３
年
11
月
12
日

津
南
町
議
会
議
長
就
任 

現
在
に
至
る

令
和
５
年
８
月
４
日

新
潟
県
町
村
議
会
議
長
会 

副
会
長
就
任 

現
在
に
至
る
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臨時会の概要

定例会の概要

定例会の概要

一般会計補正予算（第11・12号）

補正増

総額

9,507万円

83億9,544万円

一般会計補正予算（第13・14号）

補正増

総額

1億6,911万円

85億6,456万円

令和6年12月第6回

令和6年12月～令和7年3月

令和7年3月第1回

臨時会の概要
令和7年3月第2回

臨時会の概要

各種条例

令和7年1月第1回令和7年3月第1回

【主な内容】

予算・補正予算・条例制定

歳入

250万円
3,500万円
5,757万円

1,676万円
　3,500万円
230万円

歳出

職員給与費増 
ニューグリーンピア修繕料増
森林環境贈与税活用事業補助金増

森林環境贈与税増
基金繰入金増
繰越金増

【主な内容】

歳入

3,590万円
1億円

2,605万円

5,000万円
　5,000万円
304万円
700万円
3,090万円
297万円
892万円

歳出
ふるさと支援まちづくり基金積立金増
ふるさと納税事務委託料増　
要援護世帯除雪事業委託料増
灯油購入費助成補助金
臨時特別給付金事業費増
ニューグリーンピア修繕費増
総合センター修繕費増　

地方創生臨時交付金増
ふるさと支援まちづくり寄付金増
繰越金増

一般会計補正予算（第15・16号専決処分）

令和7年度一般会計当初予算
（金額の多いもの順）

補正増

総額

7,045万円

86億3,501万円

【主な内容】

歳入

歳入

2,774万円
1,141万円
3,129万円

3,000万円
　510万円
400万円
1,141万円

歳出

歳出

要援護世帯除排雪事業委託料
道路橋梁除雪対策費増　
消防費除雪対策増
除雪対策集落支援金

①自治体の規模に応じた必要経費として
　国から交付される額
②町が町民に独自に課税する税金
③事業の経費を国県が支援する額
④不足する予算を貯金で賄う額
⑤事業を行うとき借入れで賄う額
⑥ふるさと納税などの寄付金額

①町が義務的に負担する経費や政策目的の
　達成のために個人や団体に支出する費用
②他の会計のために支出する費用
③事業を外部に託す費用
④借入金を返済する費用
⑤正職員の給与
⑥児童手当など生活支援費用
⑦光熱水費や消耗品費、修繕料等
⑧特別職や旧臨時職員等の給与
⑨職員の残業代や通勤費など
⑩公共土木等・建設費用

災害救助費県負担金
豪雪対策基金繰入金
繰越金増

〇津南町空家等の適切な管理に関する条例
管理されていない空家に対しどのように町が対応するかを定め
るもの

〇津南町犯罪被害者等支援条例
犯罪被害にあった町民をどのように支援していくかを定めるもの

〇行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律の一部を改正する法律の施
行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
国の法律改正に合わせた文言の整理

〇津南町手数料条例の一部を改正する条例
〇津南町営駐車場の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例
〇津南町高齢者コミュニテイセンターの設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例
〇津南町貸農園宿泊施設の設置に関する条例の一部
を改正する条例
町事務事業見直しによる収入を見直したもの

〇津南町指定地域密着型サービスの人員、設備及び
運営に関する基準を定める条例
〇津南町指定地域密着型介護予防サービスの事業の
人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例
国の法律に準拠した条文を整理し簡素化したもの

〇津南町埋蔵文化財センターの設置及び管理に関す
る条例
今秋オープン予定の施設（愛称・うもれあ）設置、管理に関するもの

一般会計補正予算（第17・18号）

補正増

総額

9,451万円

87億2,953万円

【主な内容】

歳入

3,180万円
2,444万円
450万円
1,192万円
3,466万円
1,560万円

2,164万円
　6,739万円
1,193万円
2,212万円
1,986万円
1,964万円

歳出
減債基金積立金
ニューグリーンピア支援基金積立金増　
中間管理機構集積協力交付金増
防災関連施設整備他工事費
防災備品購入費
春季緊急消雪促進対策事業補助金

地方交付税増
新しい地方経済・生活環境創生交付金
地域移動手段確保支援事業補助金
機構集積協力金交付金増
繰越金増
町債増

令和7年度補正予算（第1号）

補正増

総額

1億6184万円

82億9784万円

【主な内容】

歳入

3,750万円
1,921万円
8,302万円
2,210万円

2,504万円
　237万円
4,891万円
5,000万円
4,312万円

歳出
庁舎ボイラー更新工事費等増　
大阪万博参加経費
津南病院出資金増
農家レストラン、無人販売所、米倉庫等設立補助金
学校1人１端末電子機器購入費

国庫補助金増
県支出金増
繰越金増
町債増
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Resolution Adoption Result 令和7年3月議会・臨時会Youtubeも
ご覧ください！

承認第１号

承認第２号

同意第１号

同意第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

●採決結果の記載方法（可＝賛成多数で可決等の場合、否＝賛成少数で否決等の場合）
●表決状況の記載方法（議員個々の賛否：賛成＝○、反対＝×、欠席＝欠、除斥＝除）：議長は表決に参加できません。

議案番号 件　名

表 決 状 況
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議案採決（表決）結果

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

発議案第１号

発議案第２号

陳情第1号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案番号 件　名

表 決 状 況

令和７年度津南町国民健康保険特別会計予算  

令和７年度津南町後期高齢者医療特別会計予算  

令和７年度津南町介護保険特別会計予算  

令和７年度津南町簡易水道事業会計予算  

令和７年度津南町特定環境保全公共下水道事業会計予算  

令和７年度津南町農業集落排水事業会計予算  

令和７年度津南町病院事業会計予算  

令和６年度津南町一般会計補正予算（第18号）  

津南町議会会議規則の一部を改正する規則の提出について

津南町議会委員会条例の一部を改正する条例の提出について

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方改革、長時間労働是正に係る意見書の採択を求める陳情

津南町ひとり親家庭等の医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について

津南町病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

財政調整基金の処分変更について  

令和６年度津南町一般会計補正予算（第19号）  

令和６年度津南町病院事業会計補正予算（第３号）  

令和７年度津南町一般会計補正予算（第１号）  

令和７年度津南町病院事業会計補正予算（第１号）  
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専決処分の承認について（令和６年度津南町一般会計補正予算（第15号）

専決処分の承認について（令和６年度津南町一般会計補正予算（第16号）

津南町教育委員会委員任命の同意について  

監査委員の選任同意について  

津南町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例の制定について

津南町空家等の適切な管理に関する条例の制定について

津南町犯罪被害者等支援条例の制定について

津南町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

津南町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

津南町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

 

津南町手数料条例の一部を改正する条例の制定について  

津南町営駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

津南町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

  

津南町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について  

津南町高齢者コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

津南町貸農園宿泊施設の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について

 

津南町埋蔵文化財センターの設置及び管理に関する条例の制定について

津南町病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

令和６年度津南町一般会計補正予算（第17号）

令和６年度津南町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

令和６年度津南町介護保険特別会計補正予算（第４号）  

令和６年度津南町簡易水道事業会計補正予算（第２号）  

令和６年度津南町特定環境保全公共下水道事業会計補正予算（第２号）

令和６年度津南町農業集落排水事業会計補正予算（第２号）  

財政調整基金の処分について  

津南町減債基金の処分について  

津南町簡易水道事業運営基金の処分について  

令和７年度津南町一般会計予算

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部を
改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 議案第10号

津南町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営
並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について

議案第14号

津南町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の
資格基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について 議案第18号 ○
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臨時議会

◆
津
南
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意

人 

事
平
成
30
年
4
月
か
ら
就
任

太
平
義
弘 

氏
全
員
賛
成
　
同
意

◆
監
査
委
員
の
選
任
同
意

平
成
29
年
4
月
か
ら
就
任

藤
ノ
木
勤 

氏
全
員
賛
成
　
同
意

教
職
員
の
働
き
方
改
革
が
進
め
ら
れ
社
会
全
体
が
勤
務
時
間
の
適
正

化
に
向
か
う
中
で
状
況
が
放
置
さ
れ
て
い
る
。抜
本
的
な
是
正
策
と

し
て
教
職
員
定
数
改
善
等
を
求
め
る
と
い
う
も
の
。不
採
択
と
し
た

前
回
と
変
わ
ら
な
い
内
容
で
あ
る
た
め
不
採
択
と
な
っ
た
。

議
会
の
通
知・記
録
、議
会
内
に
設
置
さ
れ
る
各
種
委
員
会
の
開
催
方

法
な
ど
を
時
代
に
合
わ
せ
、メ
ー
ル
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
も
可
能

と
す
る
改
正
を
議
員
か
ら
提
案
し
た
も
の
。

陳
情 

第
１
号

発
議
案 

第
１
号
、第
２
号

◆「
持
続
可
能
な
学
校
の
実
現
を
め
ざ
す
」実
効
性

あ
る
学
校
の
働
き
方
改
革
、長
時
間
労
働
是
正
に

係
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情 

 

◆
津
南
町
議
会
会
議
規
則
の
改
正
、

津
南
町
議
会
委
員
会
条
例
の
改
正
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